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平成23年度 第５回 大阪府河川整備委員会　治水専門部会　議事概要

日　時　：平成２3年12月12日（月）18:30～19:50
場　所　：大阪府公館　会議室
出席者　：多々納部会長、田中丸委員、中谷委員、堀委員長、道奥委員　計５名
まとめ　：

	◆一級河川天野川・前川の当面の治水目標の設定について
〇天野川については、現在の治水能力である、中・下流は80ミリ程度対応（1/100）、上流は65ミリ程度対応（1/30）、前川については65ミリ程度対応（1/30）を当面の治水目標の部会案とし委員会に報告することは了承。


概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
（1） 一級河川天野川・前川の当面の治水目標の設定について
○天野川上流部では現況65ミリ程度（1/30）対策済だが、80ミリ程度（1/100）の雨に対しても被害が発生しないのは、堀込河川で余裕高を確保していたため溢水しなかったとの理解でよいか。
●そのとおり。

○天野川トンネルの位置は、山付区間のどの位置にあるのか。また、形状等は。
●延長は193m、トンネルの勾配は緩やかであるが、トンネル出口部で落差15mを流下する形状となっている。詳細な位置等の資料は次回準備する。
○流出解析手法で合成合理式を採用しているが、流域の土地利用形態として将来も見越して計算に反映しているのか。
●そのとおり。
○日雨量215.4mmの採用に至った考え方をもう少し教えてもらいたい。
●「大阪府の計画雨量」に定められた当該地域の計画日雨量について、平成22年までのデータを加え検証したところ妥当であることを確認したため採用している。24時間雨量は、日雨量と24時間雨量データが整備されている大阪管区気象台のデータ比率から算出している。
○比率を乗じる手法は経験則に基づいており、昨今、観測データの蓄積が進んできたことも踏まえれば、24時間雨量の算出方法として違う展望も考えられるのでは。

●24時間雨量を計測できる観測局は、近畿地整や気象台のものも含めて整備が進んでおり、将来的にはこれらのデータも考慮するなどして算出手法の改善に努めたい。

○天野川の整備レベルは現状で良いと思われるが、保全対策は必要であると考えられる。
○前川の上流部では、土砂が堆積しているように見えるのは何か理由があるのか。
●一部未改修箇所があるため、改修済の上流部では、河床高を現況に戻している。なお、未改修箇所の対策後は速やかに上流部の河床を掘り下げる予定。
○前川の治水手法仮設定での遊水地案は、天野川への流入量が減ることにより、これまで実施してきた天野川の整備が過剰になるとの理解で良いか。
●そのとおり

○前川の被災箇所では家屋が河川に近接しており、事業の難航が想定されるが。
●当該箇所は未買収地であり、現在も交渉を継続している。

○前川の氾濫解析結果では、破堤点のある左岸の浸水エリアに田畑が多くあるように見えるが、これは過去の災害などを教訓に、あえて田畑として残しているのか。
●意図的に田畑を残しているところではない。

○前川の氾濫解析において、第二京阪道路や京阪交野線の線路盛土はどのように考慮しているのか、線路の盛土高は50cm程度と思われ、浸水エリアを留める効果も考えられる。
●京阪交野線の線路盛土高は50cm未満であり、また第二京阪道路は高架道路のため計算に反映していない。
○破堤点の間隔が短く見えるが、河道でのシミュレーションは何mピッチで行っているのか。
●20mピッチで実施している。

○当面の治水目標として、天野川については、現在の治水能力である中・下流は80ミリ程度対応（1/100）、上流は65ミリ程度対応（1/30）、前川については65ミリ程度対応（1/30）とすることを治水専門部会案として、次回委員会に報告する。
